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第 4 5回
札幌市民登山教室

奥井　千波

（さっぽろ山遊会）

記事執筆

６月４日塩谷丸山で実習登山が行われた。ほぼ快

晴、無風の絶好の登山日和となった。６つのグル

ープに分かれ、準備体操をして身体をほぐしてか

ら出発した。途中サポーターと一緒に地図を確認

しておしゃべりしながら登った。今年、コロナも5

類の扱いとなり、それぞれマナーを守りながらも

十分楽しめた山行となった。

ス
で
歩
く
会
所
属
、
伊
吹
省
道
氏
、
地
形
図

の
み
で
な
く
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
（
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
カ
）
の
両
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
説

明
が
あ
っ
た
。
地
形
図
上
の
等
高
線
の
描
か

れ
方
や
込
み
具
合
か
ら
コ
ー
ス
の
様
子
を
読

み
取
り
、
三
角
山
や
塩
谷
丸
山
の
地
形
図
を

使
用
し
初
心
者
で
も
分
か
り
や
す
く
説
明
が

あ
っ
た
。

実
習
登
山
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
当
日
の
塩
谷
丸
山
登
山

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
近
年
地
図
ア
プ

リ
は
多
様
化
し
て
お
り
、
使
用
に
伴
い
手
軽

に
登
山
が
出
来
る
よ
う
に
変
化
し
て
き
て
い

る
。
し
か
し
あ
く
ま
で
も
地
図
読
み
に
よ
る

登
山
は
基
本
で
あ
り
、
ア
プ
リ
に
頼
る
登
山

は
沢
山
の
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
と
言
え

る
。
そ
の
基
本
の
キ
を
道
央
連
盟
組
織
部
の

サ
ポ
ー
タ
ー
や
各
山
岳
会
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

受
講
者
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
登
山
時
の
地
図

読
み
の
難
し
さ
や
大
切
さ
を
学
び
、
サ
ポ
ー

タ
ー
も
原
点
に
返
り
学
び
を
深
め
る
事
が
で

き
て
、
ま
さ
にw

in－
w
in

の
関
係
で
あ
っ

た
と
感
じ
た
。

最
終
日
は
実
習
登
山
の
反
省
と
振
り
返
り
を

行
い
、
次
の
登
山
に
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
登
山
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
、
山
岳
会
の

新
し
い
仲
間
に
な
れ
ば
、
幸
い
と
思
っ
た
。

企
画
担
当
さ
れ
た
道
央
連
盟
理
事
、
組
織
部

の
方
々
お
疲
れ
様
で
し
た
。

活動
報告

１

道
央
連
盟
主
催
、
第
４
５
回
札
幌
市
民
登
山
教

室
開
催
に
あ
た
り
、
北
海
道
新
聞
に
行
事
案
内

掲
載
、
秀
岳
荘
北
大
店
と
白
石
店
、
好
日
山

荘
、
石
井
ス
ポ
ー
ツ
桑
園
店
、
パ
ド
ル
ク
ラ
ブ

に
チ
ラ
シ
設
置
し
協
力
を
仰
ぎ
、
道
央
地
区
勤

労
者
山
岳
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

案
内
を
出
し
た
。
早
い
段
階
で
３
５
名
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
早
々
に
募
集
終
了
と
な
っ
た
。

実
際
の
参
加
者
は
座
学
３
１
名
、
実
習
登
山
２

９
名
、
登
山
人
気
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

第
１
回
目
座
学
講
義
は
百
松
山
岳
会
所
属
、
納

谷
教
生
氏
、「
登
山
計
画
と
歩
き
方
・
山
の
危

険
に
つ
い
て
」
自
身
の
経
験
を
交
え
て
里
山
登

山
か
ら
海
外
登
山
ま
で
画
像
を
使
用
し
、
多
彩

に
説
明
が
あ
っ
た
。
登
山
事
故
が
多
い
の
は
７

月
、
８
月
、
９
月
で
道
迷
い
、
転
倒
、
滑
落
。

登
山
の
危
険
性
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ
っ

た
。「
基
本
的
な
登
山
の
装
備
と
選
び
方
」
は

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
み
ど
り
の
風
所
属
、
小
野

洋
子
氏
、
自
身
の
ザ
ッ
ク
の
中
身
を
一
つ
一
つ

説
明
。
自
身
の
為
、
仲
間
の
為
に
持
っ
て
行
く

と
話
が
あ
っ
た
。
服
装
の
素
材
に
つ
い
て
も
指

南
が
あ
り
、
受
講
生
は
真
剣
に
聞
い
て
い
た
。

第
２
回
座
学
講
義
は
「
地
形
の
見
方
・
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
か
ら
読
み
取
る
情
報
」
地
図
と
コ
ン
パ

申
込
が
殺
到
し
早
期
の

募
集
締
め
切
り
に



自
然
保
護
委
員
会
主
催
　
２
０
２
４
高
山
植
物
観
察
会

『
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を

　
　
　
　
　
観
に
行
っ
て
き
た
』

５
月
１
８
日
　
伊
達
紋
別
岳
７
１
５
ｍ　

２
時
間
半
～
３ 

時
間
か
け
て
パ
ー
テ
ィ
ー
ご
と 

に

山
頂
到
着
。
集
合
写
真
を
撮
っ
て
、
ゆ
っ
く 

り
頂
上
か

ら
の
眺
望
を
楽
し
む
。
真
っ
青
な
天 

に
薄
霞
の
奥
が
駒

ケ
岳
、
道
南
の
山
々
、
間
近
に
は
残
雪
の
羊
蹄
、
ニ
セ

コ
連
山
、
後
志
か
ら
増
毛
の
山
々
、
恵
庭
、
札
幌
近
郊

の
峰
々
が
続
く
。
本
当
に
良
い
お
花
見
日
和
の
山
行
で

あ
っ
た
。 

（
札
幌
ピ
オ
レ
山
の
会
・
横
関
隆
治 

記

２

　
湿
原
観
察
が
数
年
続
い
た
の
で
今
年
は
春
の
尾
根

歩
き
、
伊
達
紋
別
岳
の
有
名
な
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
観

察
で
す
。

 

　
参
加
は
札
幌
山
び
こ
山
友
会
８
、
百
松
山
岳
会 

６

名
、
ス
マ
イ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ク
ラ
ブ 

３
名
、
小

樽
労
山 

１
名
、
地
図
と
コ
ン
パ
ス 

で
歩
く
会 

１
名
、

札
幌
ピ
オ
レ
山
の
会 

１
名
の
計
２
０
名
。

 

　
当
日
午
前 

９
時
太
陽
の
園
登
山
口
は
既
に 

４
０

台
を
超
え
る
車
で
満
車
。
最
高
の
天
気
の
中
、
出

発
。 
時
々
振
り
向
く
と
青
い
噴
火
湾
が
綺
麗
。
半
月

前
の
偵
察
に
比
べ
、
山
道
両
側
に
沢
山
の
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
が
数
輪
か
ら
中
株
～ 

大
株
、
花
色
も
薄
紫
、

青
、
そ
し
て
白
と
次
々
に
現
れ
る
。
さ
す
が
に
名
所

で
あ
る
。 

７ 

合
目
い
っ
ぷ
く
広
場
ま
で 

１ 

時
間
少

し
、 

そ
こ
か
ら
長
い
平
坦
？
な
尾
根
筋
を
上
り
下
り

し
な
が
ら
前
紋
別
岳
ま
で
来
る
と
や
っ
と
山
頂 

が
目

に
で
き
る
。
山
頂
手
前
に
「
シ
ラ
ネ
ア
オ 

イ
の
丘
」

と
い
う
人
手
で
整
備
保
護
し
て
い
る 

小
さ
な
斜
面
に

は
、
今
を
盛
り
と
大
小
の
シ
ラ 

ネ
ア
オ
イ
が
咲
き
誇

る
。
他
で
は
め
っ
た
に
見 

ら
れ
な
い
シ
ロ
バ
ナ
の
大

株
は
初
め
て
目
に
し 

た
者
も
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。 

シロバナ シラネアオイ



２０２４年度
6月16日

クリーンハイク
実施報告

３

18団体
会員200名
会員外35名

もの方が参加して
いただけました。

ご協力ありがとう
ございました。



ついに空沼岳～札幌岳の縦走路整備開始

登
山
道
新
聞

　
５
月
、
空
沼
岳
～
札
幌
岳
の
縦
走
路
を
復
活
さ

せ
る
た
め
に
、
①
道
央
地
区
勤
労
者
山
岳
連
盟
、

②
札
幌
山
岳
連
盟
、
③
北
海
道
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
、
④
日
本
山
岳
会
北
海
道
支

部
、
⑤
北
海
道
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
、
⑥
山
の
ト
イ

レ
を
考
え
る
会
、
⑦H

AT

北
海
道
、
⑧
札
幌
登
山

道
整
備
隊
の
８
団
体
合
弁
の
『
札
幌
登
山
道
整
備

連
絡
協
議
会
』
が
設
立
さ
れ
た
。
代
表
に
は
札
幌

山
岳
連
盟
会
長
で
あ
る
佐
藤
眞
、
事
務
局
長
に
道

央
地
区
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
西
條
寧
が
選
任
さ
れ

た
。
ま
た
当
会
は
札
幌
市
、
石
狩
森
林
管
理
署
と

３
者
協
定
を
結
ん
だ
。
協
定
の
締
結
期
間
は
令
和

６
年
５
月
～
令
和
１
０
年
３
月
の
５
年
間
で
あ

る
。

　
こ
の
オ
ー
ル
北
海
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１

９
年
の
北
海
道
山
岳
団
体
交
流
会
に
て
、
当
時
の

道
央
地
区
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
長
水
洋
会
長
（
現

北
海
道
勤
労
者
山
岳
連
盟
会
長
）
が
発
起
人
と
な

り
、
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
の
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
中
断
す
る
こ
と
に
。
よ
う
や
く
、
日

常
を
取
り
戻
し
た
今
年
動
き
始
め
た
の
で
あ
っ

た
。

最
初
に
口
火
切
っ
た
の
は
、
多
く
の
登
山
道
整
備
で

実
績
の
あ
る
『
札
幌
登
山
道
整
備
隊
』
が
６
月
２
３

日
に
豊
滝
分
岐
部
か
ら
、『
北
海
道
山
岳
ガ
イ
ド
協

会
』
が
空
沼
岳
か
ら
６
月
２
４
～
２
６
日
に
登
山
道

整
備
を
開
始
。
１
級
国
道
を
目
指
す
つ
も
り
で
幅

１
．
５
ｍ
の
笹
刈
り
を
実
施
。
序
盤
は
背
の
低
い
細

い
笹
や
笹
の
な
い
植
生
も
あ
り
良
く
進
む
が
、
笹
の

な
い
植
生
部
は
足
元
に
岩
が
多
く
、
刃
を
痛
め
る
可

能
性
が
高
く
慎
重
に
な
る
。
奥
地
へ
進
む
ほ
ど
背
が

高
く
太
い
笹
が
濃
く
な
り
、
右
肩
下
が
り
の
斜
面
に

な
っ
た
り
ル
ー
ト
選
考
も
難
航
す
る
。

第
一
陣
は
札
幌
登
山
道
整
備

隊
と
北
海
道
ガ
イ
ド
協
会

山
岳
９
団
体
合
弁
の
『
札
幌
登

山
道
整
備
連
絡
協
議
会
』
発
足

『
北
海
道
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
』
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
実
施
し
た
作
業
手
順
と
し
て
は
①
先
頭
は
藪

漕
ぎ
、
ル
ー
ト
確
認
、
ピ
ン
テ
付
け
、
邪
魔
に
な

る
枝
を
切
る
。
②
刈
り
手
最
前
線
３－

４
名
、
藪

を
漕
い
で
進
み
２
０－

３
０
ｍ
お
き
に
刈
り
取

り
、
地
上
１
０－

２
０
ｃ
ｍ
く
ら
い
の
高
さ
で
刈

る
。
③
除
け
手
２
名
配
置
。
④
仕
上
げ
刈
り
２

名
。
⑤
除
け
手
１
名
。
計
１
０
名
で
刈
払
い
機
を

６
台
使
用
。

　
先
頭
、
刈
り
手
数
名
、
除
け
手
数
名
に
サ
ム
ラ

イ
と
い
う
園
芸
用
鋸
を
持
た
せ
、
枝
や
刈
り
そ
び

れ
た
笹
の
除
去
に
使
う
と
良
い
。
ま
た
、
仕
上
げ

刈
り
に
は
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
型
の
３
枚
刃
を
刈
払
機

に
装
着
さ
せ
る
と
綺
麗
な
仕
上
が
り
に
な
る
そ
う

だ
。
刈
る
幅
は
そ
の
後
に
笹
が
伸
び
て
く
る
を
想

定
し
３
ｍ
幅
で
道
を
作
っ
て
い
く
と
良
い
。

第１号
2024.0８.１0

[ 制 作 ]
札 幌 登 山 道 整
備 連 絡 協 議 会

基
本
１
０
名
の
チ
ー
ム
体
制

４



　
現
在
、『
北
海
道
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
』
が
空
沼
岳

側
２
．
２
ｋ
ｍ
。
札
幌
岳
側
は
『
札
幌
登
山
道
整
備

隊
』
と
『
札
幌
山
岳
連
盟
』
が
０
．
４
ｋ
ｍ
進
め
た

状
況
で
あ
り
、『
日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
』
主
体

で
８
月
３
～
４
日
に
空
沼
岳
側
か
ら
笹
刈
り
に
入

り
、
約
０
．
４
ｋ
ｍ
進
ん
だ
。
道
央
地
区
勤
労
者
山

岳
連
盟
は
９
月
７
～
８
日
に
空
沼
岳
側
か
ら
作
業
に

入
る
予
定
で
あ
る
。
各
山
岳
会
に
ス
タ
ッ
フ
の
お
願

い
を
し
集
約
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
５
０
名
近
い
方

の
参
加
が
見
込
め
る
状
況
だ
っ
た
。
ま
た
、『
万
計

山
荘
友
の
会
』
か
ら
も
助
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
で

大
変
心
強
い
。

　　
私
も
８
月
３
日
と
４
日
の
登
山
道
整
備
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
と
に
か
く
作
業
現
場
に
行
く

ま
で
が
遠
い
。
重
た
い
荷
物
を
担
い
で
行
く
と
４
時

間
近
く
か
か
っ
て
し
ま
い
、
実
際
に
活
動
で
き
た
時

間
は
２
日
間
で
５
時
間
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
奥
地

に
行
く
ほ
ど
旧
登
山
道
の
痕
跡
を
見
つ
け
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
、
ル
ー
ト
確
保
も
困
難
だ
。

　
そ
こ
で
現
在
考
え
て
い
る
の
が
少
数
精
鋭
の
ビ
バ

ー
ク
班
を
編
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
万
計
山
荘
に
下

山
し
な
い
分
、
多
く
の
時
間
を
作
業
に
充
て
る
こ
と

が
で
き
る
。
５
０
名
近
い
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
け

た
こ
と
で
物
資
の
運
搬
も
容
易
に
な
り
、
可
能
性
が

出
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
開
拓
し
て
き
た
登
山

道
を
も
っ
と
歩
き
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
く
「
登
山

道
づ
く
り
チ
ー
ム
」
も
別
個
に
編
成
し
、
歩
き
や
す

い
１
級
国
道
を
目
指
す
。

編
集
担
当
　
　
道
央
地
区
勤
労
者
山
岳
連
盟
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
　
松
村
　
智
弘 

道
央
地
区
勤
労
者
山
岳
連
盟

の
当
番
は
９
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②北海道山岳ガイド協会　6月２４～26日実施
2.２ｋｍ

①札幌登山道整備隊　6月23日実施
③札幌山岳連盟　　　7月10日実施

0.4km

令和6年度空沼岳～札幌岳登山道整備実施状況

④日本山岳会北海道支部＆山のトイレを考える会
８月３～４日実施０.４ｋｍ



8
　

7 水 登山文化委員会 (連盟事務所)

8 木 自然保護委員会 (連盟事務所)

21 水 第7回道央連盟理事会 (連盟事務所)

23 金 新スポ道連盟　学習講演会 札幌エルプラザ

9
4 水 登山文化委員会 (連盟事務所)

7 土
道央連盟主催・空沼岳～札幌岳縦走路笹刈 空沼岳

8 日

12 木 自然保護委員会 (連盟事務所)

18 水 第8回道央連盟理事会 (連盟事務所)

10

2 水 登山文化委員会 (連盟事務所)

5 土
札幌登山道整備連絡協議会加盟団体交流会＆笹刈 万計山荘

6 日

10 木 自然保護委員会 (連盟事務所)

16 水 第9回道央連盟理事会 (連盟事務所)

19 土 塩谷丸山～天狗山縦走路笹刈 　

27 日 秋の救助訓練 未定
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6 水 登山文化委員会 (連盟事務所)

9 土
第53 回北海道登山研究集会 札幌教育文化会館

10 日

14 木 自然保護委員会 (連盟事務所)

17 日 山筋ゴーゴー体操講習会 教育文化会館　研修室

20 水 第10回道央連盟理事会

24 日 第30回北海道雪崩講習会(総合理論講座) りんゆうホール＆オンラ
イン

12
4 水 登山文化委員会 (連盟事務所)

12 木 自然保護委員会 (連盟事務所)

18 水 第11回道央連盟理事会 (連盟事務所)

８月～１２月行事予定８月～１２月行事予定


